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平
成
30
年
の
主
な
動
き

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
仮
称
）
の
整
備
に
続
き
、
11
月
に
は

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
拠
点
区
域
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
と
な
る
復
興
シ
ン
ボ
ル
軸
（
県
道
井
手
長
塚
線
、
長

塚
請
戸
浪
江
線
）
の
起
工
式
が
行
わ
れ
、
２
０
２
０
年

の
暫
定
供
用
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
２
月
９
日
に
は
、
福
島
県
で
整
備
を
進
め
て
い

る
ア
ー
カ
イ
ブ
拠
点
施
設
の
安
全
祈
願
祭
、
起
工
式
が

中
野
地
内
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
隣
接
す
る
産
業
交

流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
合
わ
せ
て
開
業
で
き

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
ア
ー
カ
イ
ブ
拠
点

施
設
・
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
情
報
発
信
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
周
辺
の
施
設
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
被
災
地
へ
の
人
の
流
れ
を
生
み
、
本
格
復
興
に
向

け
た
推
進
力
と
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
復
興
に
向
け
て
事
業
が
進
め
ら
れ
る
の

も
町
の
復
興
の
た
め
に
ご
理
解
と
協
力
を
い
た
だ
き
、

断
腸
の
思
い
で
用
地
を
ご
提
供
く
だ
さ
っ
た
当
該
地
区

の
地
権
者
の
皆
さ
ま
の
お
陰
で
あ
る
と
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
、
重
ね
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
住
む
拠
点
」
と
し
て
整
備
す
る
駅
西
地
区
に
つ
い

て
は
、
現
在
用
地
取
得
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
２
０
２

２
年
春
の
居
住
開
始
を
目
指
し
て
公
営
住
宅
や
賃
貸
住

宅
等
の
建
設
、
分
譲
地
の
整
備
な
ど
帰
還
環
境
整
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

よ
う
や
く
念
願
で
あ
っ
た
復
興
事
業
が
動
き
出
し
、

避
難
指
示
解
除
に
関
す
る
考
え
方
と
し
て
避
難
指
示

解
除
に
向
け
た
諸
条
件
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
町
政
懇

談
会
な
ど
で
お
示
し
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
復
興
に
向
け
て
乗
り
越
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
多
く
の
課
題
が
あ
り
、
時
間
を
要
す

る
と
思
い
ま
す
が
、
双
葉
町
を
必
ず
復
興
さ
せ
る
と
い

う
強
い
信
念
の
も
と
着
実
に
事
業
を
進
め
て
ま
い
る
所

存
で
す
。

　

震
災
か
ら
丸
８
年
に
あ
た
る
３
月
11
日
に
は
い
わ
き

市
勿
来
町
に
お
い
て「
東
日
本
大
震
災
双
葉
町
追
悼
式
」

を
挙
行
い
た
し
ま
す
。
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
、
ま

た
ふ
る
さ
と
に
帰
る
こ
と
が
で
き
ず
に
無
念
の
ま
ま
避

難
先
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
対
し
、
心
か
ら
ご
冥
福

を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
町
の
復
旧
・
復
興
に
向
け

て
着
実
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を
報
告
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
昨
年
に
比
べ
て
暖
か
い
日
が
多
く
感
じ
ま

す
が
、
降
水
量
が
少
な
く
空
気
が
乾
燥
し
て
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
が
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
三
寒
四

温
の
時
節
柄
、
体
調
管
理
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
つ
け

て
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
、
東
日
本
大
震
災
及
び
東
京
電
力
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
か
ら
９
年
目
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

全
町
避
難
と
い
う
世
界
に
も
類
を
見
な
い
大
災
害
に

見
舞
わ
れ
、
長
い
間
町
民
の
皆
さ
ま
に
町
の
復
興
や
町

へ
の
帰
還
に
つ
い
て
お
示
し
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状

況
が
続
き
ま
し
た
が
、
平
成
28
年
に
復
興
ま
ち
づ
く
り

計
画
（
第
二
次
）
を
策
定
し
、
平
成
29
年
に
は
福
島
復

興
再
生
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
帰
還
困
難

区
域
を
含
め
た
双
葉
町
内
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
に
着
手

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
双
葉
町
特
定
復

興
再
生
拠
点
区
域
復
興
再
生
計
画
が
国
の
認
定
を
受
け

た
こ
と
で
、
町
へ
の
帰
還
環
境
整
備
に
向
け
て
前
進
す

る
こ
と
が
で
き
、
昨
年
は
復
興
の
具
現
化
に
向
け
て
大

き
く
動
き
出
し
た
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

５
月
に
は
、
双
葉
町
の
除
染
後
の
農
地
を
保
全
す
る

双
葉
町
農
地
保
全
管
理
組
合
が
設
立
さ
れ
、
営
農
再
開

に
つ
い
て
も
動
き
出
し
ま
し
た
。

　

８
月
に
は
、
Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
舎
の
橋
上
化
や
東
西
自
由

通
路
新
設
工
事
の
安
全
祈
願
祭
、
起
工
式
が
執
り
行
わ

れ
、
２
０
１
９
年
度
末
の
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の
全
線
開
通
に

向
け
施
設
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
へ
の
人
の
流
れ
を
構
築
す
る
た
め
、
各
拠

点
を
有
機
的
に
結
び
付
け
る
常
磐
自
動
車
道
双
葉
イ
ン

町
民
の
皆
さ
ま
へ

東
日
本
大
震
災
か
ら
９
年
目
を
迎
え
て

双
葉
町
長

伊
澤　

史
朗
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平
成
平
成
3030
年
の
主
な
動
き

年
の
主
な
動
き

平
成
30
年
の
主
な
動
き

平
成
30
年
（
２
０
１
８
年
）

１
月
４
日

１
月
10
日

１
月
28
日

１
月
29
日

２
月
４
日

◇ 

双
葉
町
い
わ
き
事
務
所
に
お
い
て
、
小
早
川

智
明
東
京
電
力
Ｈ
Ｄ
㈱
代
表
執
行
役
社
長

に
、
原
子
力
損
害
賠
償
の
完
全
実
施
及
び

復
旧
・
復
興
へ
の
協
力
に
関
す
る
要
求
書
を

提
出

◇ 

中
川
雅
治
環
境
大
臣
・
西
村
康
稔
官
房
副
長

官
が
双
葉
町
内
を
視
察
、
町
復
興
再
生
計
画

の
着
実
な
実
行
に
つ
い
て
要
望
書
を
提
出

◇ 

双
葉
町
中
野
地
内
に
お
い
て
、
産
業
再
生
・

情
報
発
信
の
場
と
し
て
整
備
す
る
中
野
地
区

復
興
産
業
拠
点
の
造
成
工
事
起
工
式
を
開
催

◇ 

吉
野
正
芳
復
興
大
臣
・
高
橋
克
法
国
土
交
通

大
臣
政
務
官
が
双
葉
町
内
を
視
察

◇ 

東
京
電
力
が
２
０
２
０
年
を
目
途
に
、
双
葉

町
中
野
地
区
に
福
島
復
興
本
社
を
移
転
す
る

こ
と
を
発
表

◇ 

い
わ
き
合
同
庁
舎
に
お
い
て
「
復
興
祈
念
公

園
の
在
り
方
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
、

２
月
６
日

２
月
７
日

２
月
13
日

２
月
14
日

　
　

16
日

２
月
17
日

　
　

18
日

２
月
26
日

３
月
11
日

３
月
28
日

３
月
29
日

東
北
地
方
整
備
局
、
福
島
県
、
双
葉
町
、
浪

江
町
の
主
催
で
開
催

◇ 

全
国
原
子
力
発
電
所
所
在
市
町
村
協
議
会
が

環
境
省
、
復
興
庁
、
経
済
産
業
省
に
対
し
、

原
子
力
災
害
か
ら
の
復
興
に
対
す
る
要
請
書

を
提
出

◇ 

自
由
民
主
党
福
島
県
議
会
の
太
田
光
秋
幹

事
長
ほ
か
５
名
の
議
員
が
双
葉
町
い
わ
き

事
務
所
を
訪
問
、
双
葉
町
の
復
興
の
状
況

や
今
後
の
課
題
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

実
施

◇ 

双
葉
町
内
の
休
憩
施
設
「
双
葉
町
ふ
れ
あ
い

広
場
」
が
、
中
野
地
区
か
ら
国
道
６
号
沿
い

に
移
転

◇ 

中
野
地
区
復
興
産
業
拠
点
へ
の
企
業
立
地
に

向
け
た
説
明
会
を
14
日
に
双
葉
町
い
わ
き
事

務
所
、
16
日
に
ル
ポ
ー
ル
麹
町
（
東
京
都
）

に
お
い
て
開
催

◇ 

Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
西
側
地
区
の
都
市
計
画
に
係
る

説
明
会
を
17
日
に
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー

（
郡
山
市
）
に
お
い
て
、
18
日
に
い
わ
き
明

星
大
学
に
お
い
て
開
催

◇ 

い
わ
き
市
の
福
島
県
営
復
興
公
営
住
宅
勿
来

酒
井
団
地
の
一
部
が
完
成
、
入
居
者
へ
の
鍵

引
き
渡
し
式
を
開
催

◇
震
災
か
ら
７
年
が
経
過

◇ 

東
日
本
大
震
災
追
悼
式
を
い
わ
き
市
ラ
イ
フ

ケ
ア
勿
来
会
堂
に
お
い
て
開
催

◇ 

第
５
回
双
葉
町
復
興
整
備
協
議
会
を
開
催

し
、
双
葉
駅
西
側
地
区
生
活
拠
点
等
整
備
事

業
の
都
市
計
画
・
農
地
転
用
並
び
に
中
野
地

区
復
興
産
業
拠
点
の
都
市
計
画
変
更
を
了

承
、
３
月
30
日
決
定

◇ 

復
興
公
営
住
宅
勿
来
酒
井
団
地
敷
地
内
に
お

い
て
、
町
の
高
齢
者
等
福
祉
施
設
「
サ
ポ
ー

４
月
７
日

４
月
13
日

４
月
20
日

５
月
９
日

５
月
23
日

５
月
24
日

５
月
30
日

ト
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
」
が
開
所

◇ 

公
明
党
の
井
上
義
久
幹
事
長
が
双
葉
町
内
を

視
察
、
町
復
興
の
た
め
の
支
援
に
つ
い
て
要

望
書
を
提
出

◇ 

復
興
公
営
住
宅
勿
来
酒
井
団
地
敷
地
内
に
お

い
て
、
双
葉
郡
立
勿
来
診
療
所
が
開
所

◇ 

内
堀
雅
雄
福
島
県
知
事
が
復
興
公
営
住
宅
勿

来
酒
井
団
地
、
双
葉
郡
立
勿
来
診
療
所
、
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
等
を
視
察

◇ 

双
葉
町
の
農
地
を
保
全
し
営
農
再
開
に
つ
な

げ
る
た
め
、
双
葉
町
農
地
保
全
管
理
組
合

を
設
立
し
、
双
葉
町
い
わ
き
事
務
所
で
設

立
総
会
を
開
催

◇ 

関
博
之
復
興
庁
事
務
次
官
が
復
興
公
営
住
宅

勿
来
酒
井
団
地
や
双
葉
郡
立
勿
来
診
療
所
等

を
視
察

◇ 

町
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
、
双
葉
駅
に
東
西
自
由

通
路
と
橋
上
駅
舎
を
整
備
す
る
た
め
の
施
行

協
定
を
締
結

◇ 

第
６
回
双
葉
町
復
興
整
備
協
議
会
を
開
催

し
、
鴻
草
・
渋
川
地
区
太
陽
光
発
電
事
業

実
施
に
伴
う
農
地
転
用
を
了
承
、
６
月
１
日

公
表
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６
月
２
日

６
月
23
日

６
月
27
日

６
月
28
日

７
月
２
日

７
月
３
日

７
月
６
日

７
月
19
日

７
月
25
日

◇ 

こ
む
こ
む
館
（
福
島
市
）
に
お
い
て
「
福
島

県
に
お
け
る
復
興
祈
念
公
園
を
考
え
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」を
、東
北
地
方
整
備
局
、福
島
県
、

双
葉
町
、
浪
江
町
の
主
催
で
開
催

◇ 

復
興
公
営
住
宅
勿
来
酒
井
団
地
内
で
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

◇ 
い
わ
き
市
と
双
葉
地
方
町
村
会
が
復
興
庁
、

内
閣
府
、
自
由
民
主
党
東
日
本
大
震
災
復
興

加
速
化
本
部
等
に
対
し
、
福
島
県
浜
通
り
地

域
に
お
け
る
復
興
施
策
の
推
進
及
び
復
興
施

策
推
進
体
制
等
の
継
続
に
つ
い
て
要
望
活
動

を
実
施

◇ 

北
海
道
・
東
北
６
県
町
村
議
会
議
長
会
が
双

葉
町
内
を
視
察

◇ 

吉
野
正
芳
復
興
大
臣
を
は
じ
め
と
し
た
関
係

省
庁
・
公
明
党
復
興
加
速
化
本
部
に
対
し
、

町
の
復
興
に
向
け
た
重
点
事
項
の
実
現
に
関

す
る
要
望
書
を
提
出

◇ 

額
賀
福
志
郎
自
由
民
主
党
東
日
本
大
震
災
復

興
加
速
化
本
部
長
が
双
葉
町
内
を
視
察
、
町

の
復
興
に
向
け
た
重
点
事
項
の
実
現
に
関
す

る
要
望
書
を
提
出

◇ 

根
本
匠
自
由
民
主
党
東
日
本
大
震
災
復
興
加

速
化
本
部
長
代
理
、
上
杉
謙
太
郎
衆
議
院
議

員
が
双
葉
町
い
わ
き
事
務
所
を
訪
問
し
、
意

見
交
換
を
実
施
、
町
の
復
興
に
向
け
た
重
点

事
項
の
実
現
に
関
す
る
要
望
書
を
提
出

◇ 

小
早
川
智
明
東
京
電
力
Ｈ
Ｄ
㈱
代
表
執
行
役

社
長
、
大
倉
誠
常
務
取
締
役
復
興
本
社
代
表

が
双
葉
町
い
わ
き
事
務
所
を
訪
問
し
福
島
第

二
原
子
力
発
電
所
の
廃
炉
方
針
に
つ
い
て
説
明

◇ 

中
間
貯
蔵
施
設
予
定
地
と
な
っ
て
い
る
町
有

地
の
一
部
を
、
環
境
省
へ
譲
渡
す
る
契
約
を

初
め
て
締
結

◇ 

原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会
が
双
葉
町
内

８
月
５
日

８
月
６
日

８
月
28
日

９
月
３
日

９
月
18
日

９
月
25
日

を
視
察
、
鎌
田
薫
会
長
に
今
後
の
審
議
に
向

け
た
要
望
書
を
提
出

◇ 

Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
西
側
地
区
の
生
活
拠
点
整
備
に

係
る
事
業
及
び
用
地
・
物
件
補
償
説
明
会
を

県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
（
郡
山
市
）、
い
わ

き
市
中
央
台
公
民
館
に
お
い
て
開
催

◇ 

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
双
葉
駅
橋
上
化
及
び
自
由
通
路

新
設
工
事
に
関
す
る
起
工
式
を
開
催

◇ 

中
野
地
区
復
興
産
業
拠
点
へ
の
進
出
第
１
号

と
な
る
㈱
ア
ル
メ
デ
ィ
オ
（
東
京
都
）
と
立

地
協
定
を
締
結

◇ 
福
島
県
原
子
力
発
電
所
所
在
町
協
議
会
が
、

小
早
川
智
明
東
京
電
力
Ｈ
Ｄ
㈱
代
表
執
行
役

社
長
、
世
耕
弘
成
経
済
産
業
大
臣
に
、
福
島

第
一
及
び
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
の
廃
炉

に
向
け
た
取
り
組
み
に
関
す
る
要
求
書
・
要

望
書
を
そ
れ
ぞ
れ
提
出

◇ 

双
葉
地
方
町
村
会
・
双
葉
地
方
町
村
議
会
議

長
会
の
合
同
で
、
吉
野
正
芳
復
興
大
臣
、
中

川
雅
治
環
境
大
臣
、
石
井
啓
一
国
土
交
通
大

臣
に
対
し
、
双
葉
地
方
の
復
興
に
向
け
た
道

路
の
復
旧
・
整
備
に
対
す
る
要
望
書
を
提
出

◇ 

中
野
地
区
復
興
産
業
拠
点
へ
共
同
企
業
体
で

９
月
30
日

10
月
３
日

10
月
９
日

10
月
11
日

10
月
15
日

進
出
す
る
双
葉
住
コ
ン
㈱（
双
葉
町
）、
大
林

道
路
㈱（
東
京
都
）と
立
地
協
定
を
締
結

◇ 

特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
内
の
除
染
・
建
物

解
体
の
説
明
会
を
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー

（
郡
山
市
）、
い
わ
き
市
中
央
台
公
民
館
に
て

環
境
省
と
合
同
で
開
催

◇ 

平
成
30
年
度
第
１
回
双
葉
町
復
興
町
民
委
員

会
を
開
催
（
全
３
回
開
催
）

◇ 

原
田
義
昭
環
境
大
臣
、
菅
家
一
郎
環
境
大
臣

政
務
官
が
双
葉
町
い
わ
き
事
務
所
を
訪
問
、

復
興
の
加
速
化
に
向
け
た
要
望
書
を
提
出

◇ 

福
島
県
内
外
11
会
場
で
町
政
懇
談
会
を
開
催

し
、
町
の
教
育
行
政
、
避
難
指
示
解
除
に
関
す

る
考
え
方
（
素
案
）、
平
成
30
年
度
住
民
意
向

調
査
、
特
定
復
興
再
生
拠
点
区
域
内
の
除
染
、

建
物
解
体
等
に
つ
い
て
説
明（
11
月
17
日
ま
で
）

◇ 

渡
辺
博
道
復
興
大
臣
が
町
政
懇
談
会
会
場
で

あ
る
い
わ
き
市
好
間
公
民
館
を
訪
問
、
復
興

財
源
の
長
期
確
保
や
特
定
復
興
再
生
拠
点
区

域
の
段
階
的
な
拡
大
な
ど
に
関
す
る
要
望
書

を
提
出

◇ 

磯
崎
仁
彦
経
済
産
業
副
大
臣
が
双
葉
町
い
わ

き
事
務
所
を
訪
問
、
避
難
指
示
解
除
に
向
け

た
取
り
組
み
の
実
施
、
帰
還
困
難
区
域
の
風
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◇ 

渡
辺
博
道
復
興
大
臣
を
は
じ
め
と
し
た
関
係

省
庁
・
自
由
民
主
党
東
日
本
大
震
災
復
興

加
速
化
本
部
・
公
明
党
復
興
加
速
化
本
部

に
対
し
、
町
の
復
興
に
向
け
た
重
点
事
項
の

実
現
に
関
す
る
要
望
書
を
提
出

◇ 

橘
慶
一
郎
復
興
副
大
臣
が
双
葉
町
い
わ
き
事

務
所
を
訪
問
、
復
興
財
源
と
国
の
支
援
体
制

の
長
期
的
な
確
保
、
特
定
復
興
再
生
拠
点
区

域
復
興
再
生
計
画
の
実
現
に
向
け
た
支
援
の

充
実
等
に
関
す
る
要
望
書
を
提
出

◇ 

内
堀
雅
雄
福
島
県
知
事
が
双
葉
町
内
を
訪
れ

中
野
地
区
復
興
産
業
拠
点
、
Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
周

辺
を
視
察

◇ 
双
葉
地
方
町
村
会
、
双
葉
地
方
町
村
議
会
議

長
会
が
合
同
で
自
由
民
主
党
東
日
本
大
震
災

復
興
加
速
化
本
部
、
総
務
省
、
国
土
交
通
省
、

環
境
省
、
経
済
産
業
省
、
復
興
庁
、
厚
生
労

働
省
、
農
林
水
産
省
に
対
し
、
原
子
力
発
電

所
事
故
の
終
息
と
住
民
へ
の
迅
速
か
つ
正
確

な
情
報
提
供
等
に
つ
い
て
要
望
書
を
提
出

◇ 

町
へ
の
帰
還
に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
課
題

や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
基
本
的
な
考

え
方
を
整
理
し
た
「
避
難
指
示
解
除
に
関
す

る
考
え
方
〜
避
難
指
示
解
除
に
向
け
た
諸
条

件
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
整
理
〜
」
を
策
定

10
月
16
日

11
月
１
日

11
月
15
日

11
月
19
日

11
月
24
日

11
月
27
日

評
対
策
の
徹
底
、
中
野
地
区
復
興
産
業
拠
点

へ
の
企
業
立
地
の
促
進
等
に
関
す
る
要
望
書

を
提
出

◇ 

秋
元
司
環
境
副
大
臣
が
双
葉
町
い
わ
き
事
務

所
を
訪
問
、
避
難
指
示
解
除
に
向
け
た
取
り

組
み
の
実
施
、
帰
還
困
難
区
域
の
風
評
対
策

の
徹
底
、
双
葉
町
内
の
速
や
か
か
つ
計
画
的

な
除
染
の
実
施
・
廃
棄
物
の
処
理
等
に
関
す

る
要
望
書
を
提
出

◇ 

浜
田
昌
良
復
興
副
大
臣
が
双
葉
町
内
を
視
察
、

町
の
復
旧
・
復
興
に
つ
い
て
更
な
る
加
速
化

と
支
援
の
継
続
に
つ
い
て
要
望
書
を
提
出

◇ 

細
谷
地
内
に
お
い
て
減
容
化
処
理
に
お
け
る

仮
設
焼
却
施
設
・
仮
設
灰
処
理
施
設
の
起
工

式
を
開
催

◇ 

平
成
30
年
度
第
１
回
福
島
県
に
お
け
る
復
興

祈
念
公
園
有
識
者
委
員
会
を
開
催
（
全
２
回

開
催
予
定
）

◇ 

安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
、
渡
辺
博
道
復
興

大
臣
な
ど
国
・
県
の
関
係
者
が
、
中
野
地
区

復
興
産
業
拠
点
・
Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
周
辺
を
視
察

◇ 

中
野
地
内
に
お
い
て
県
道
井
手
長
塚
線
・
長

塚
請
戸
浪
江
線
（
復
興
シ
ン
ボ
ル
軸
）
安
全

祈
願
祭
及
び
起
工
式
を
開
催

12
月
７
日

12
月
14
日

12
月
17
日

12
月
20
日

　　

21
日

12
月
25
日

東日本大震災・原子力災害アーカイブ拠点施設　起工式
　２月９日、中野地区内の建設予定地において、福島
県による東日本大震災・原子力アーカイブ拠点施設の
安全祈願祭及び起工式が行われました。施設は産業交
流センターと復興祈念公園の建設予定地に隣接し、未
曾有の複合災害を国内外に語り継ぐ拠点となります。
　起工式には国、県、町の関係者約８０人が出席し、
鈴木正晃県副知事は「国内外からいただいた支援への
感謝の気持ちを伝え、観光客などが交流できる施設と
なります」と式辞を述べられました。
　施設では、震災前の暮らしや、被災状況、復興への
歩みなどを伝える文書やパネル、写真、映像、音声の
展示のほか、エントランスホールは来場者の交流や語
り部の活動を生み出す場となる予定です。 ▲ 鍬入れの様子
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　平成２８年度分の生活サポート補助金について、補助金交付申請受付期間は平成３１

年３月３１日までとなっております。平成３１年４月１日以降は申請を受け付けること

ができませんので、まだ申請されていない世帯の皆さまにおかれましては、お早めに申

請いただきますようお願いします。

　平成２８年度分の生活サポート補助金が未申請となっている避難先の世帯代表者に

は、２月に黄色の封筒でお知らせをお送りしておりますので、必ずご確認いただきます

ようお願いいたします。

　なお、申請についてお困りのことがありましたら、下記コールセンターへご連絡くだ

さい。

①「生活サポート補助金相談窓口」双葉町いわき事務所内での申請受付は、３月２９日（金）
　午後５時までとなります。

②郵送での申請受付は、３月３１日（日）までの消印有効です。

生活サポート補助金コールセンター 生活サポート補助金相談窓口

生活サポート補助金（平成２８年度分）の申請期限は生活サポート補助金（平成２８年度分）の申請期限は
平成３１年３月３１日平成３１年３月３１日です。です。平成３１年３月３１日

生活サポート補助金（平成２８年度分）の申請期限は
です。

■開設場所：双葉町いわき事務所　
　　　　　　住民生活課内

■フリーダイヤル：０１２０－２８０－７０７

■受付時間：午前８時３０分 ～ 午後５時
　（土・日・祝日、１２月２９日～１月３日を除く）

■受付時間：午前９時 ～ 午後６時
　（土・日・祝日、１２月２９日～１月３日を除く）

温かいご支援を温かいご支援を
ありがとうございますありがとうございます

　１１月１５日、１６日の両日、鹿児島県鹿児島市の鹿児
島アリーナをメイン会場として、全国のスポーツ推進委
員をはじめ生涯スポーツ関係者を一堂に集め「第５９回
全国スポーツ推進委員研究協議会」が開催されました。
　表彰式では、福島県で栗田要さん他４名が「３０年勤続
スポーツ推進委員表彰」
を受け、感謝状及び記念
品等を授与されました。
　栗田さんは、体育指導
員、スポーツ推進委員と
して３５年間双葉町のス
ポーツ振興に大きく貢献
されました。また、現在
も特定非営利活動法人双
葉ふれあいクラブの理事
長として活躍されており
ます。

　公益財団法人東京応化科学振興財
団より、１５冊の絵本５セットを寄
贈いただきました。
　寄贈いただいた絵本は、双葉町い
わき事務所、双葉町教育委員会、町
立学校仮設校舎図書室に配置し、来
庁された町民の皆さまの待ち時間
や、町立学校の休み時間、放課後な
どに活用させていただきます。

栗田要さん（羽鳥）に
全国スポーツ推進委員連合感謝状

温かいご支援を
ありがとうございます
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　各種申告手続き・確定申告書等の用紙の請求・その他国税に関するご相談を、福島県内をはじめ全国の
税務署で受け付けています。広報ふたば２月号１１ページに記載の税務署のほか、皆さまがお住まいの地
域の最寄りの税務署にご相談ください。詳しくは、町ホームページに掲載しています。

　会場は混雑することが予想されます。最寄りの税務署へ電話などで事前に確認の上、お早めに
ご相談ください。

【問い合わせ先】

【問い合わせ先】

戸籍税務課　賦課係　☎０２４６－８４－５２０４

「確定申告書作成」にかかる相談について、「確定申告書作成」にかかる相談について、「確定申告書作成」にかかる相談について、
税務署での開設期間は、３月１５日（金）までです。税務署での開設期間は、３月１５日（金）までです。税務署での開設期間は、３月１５日（金）までです。

【申込先・問い合わせ先】 〒９７４－８２１２　いわき市東田町二丁目１９－４
双葉町いわき事務所　戸籍税務課　☎０２４６－８４－５２０４

　この調査は、東日本大震災により被害のあった居住用家屋（以下「住家」）について、次の順に調査・
認定します。（り災証明書は、調査後２カ月以内を目安に郵送いたします）

　町の帰還困難区域内にあって、これまでり災
証明書が発行されていない住家。（ただし、長
期間の居住不能としてり災証明書が発行されて
いる場合を除く）

２. 家屋被害認定調査の対象者

 ●保険請求等で保険会社へ提示する場合。

 ● 「被災者生活再建支援金制度」を利用する場合。
※制度内容の詳細は、住民生活課
　（☎ 0246－84－5206）にお尋ねください。

※詳細は、環境省被災建物解体受付センター
　（☎ 0120－773－275）にお尋ねください。

 ● 環境省による「避難指示解除準備区域」「特
定復興再生拠点区域」の住家の解体を希望す
る場合。

３. り災証明書の主な使いみち

　申込書は、いわき事務所、郡山支所及び埼玉支
所に準備しています。なお、連絡いただければ郵
送いたします。また、町のホームページから印刷
も可能です。
　添付書類は、申込者の運転免許証等身分証明書
の写し。借家人が申し込む場合は、賃借契約書の
写しが必要です。

６. 調査申し込み

１. り災証明書発行までの流れ

東日本大震災による建物の《家屋被害認定調査》を実施しています

被災者から申請 建築士の調査 住家の損壊程度認定 り災証明書の発行

調査対象者が住んでいた家屋が対象。
４. 調査対象物件

①外観調査のみ（一次調査）
② 内部及び外観調査（屋根、壁、傾きなど）所有
者の立会が必要（二次調査）

５. 調査内容

　東日本大震災の自然災害（津波や地震）により、双葉町で居住していた住宅が全壊や大規模半壊と
判定された世帯（平成２３年３月１１日時点の世帯）を対象とする被災者生活再建支援金制度の申請
期間が１年間延長されました。申込み期間は２０２０年４月１０日までとなります。

住民生活課　住民支援係 ☎０２４６－８４－５２０６

被災者生活再建支援金制度の申請期間が延長されました被災者生活再建支援金制度の申請期間が延長されました被災者生活再建支援金制度の申請期間が延長されました
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～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～～ 教育長メッセージ ～

双葉町教育委員会教育長

　２０１９年も早いもので２カ月が経過しました。双葉町の子ど
もたちは『幼児１０３人、小学生２８０人、中学生１７６人、合計
５５９人（昨年１０月１日現在）』が、福島県内外の避難先におい
て学校生活を送り、勉学に運動に励んでおります。
　町立学校では、一年間のまとめと次年度への準備を進めるた
め、今年度の反省を元に来年度の教育活動の細かな計画も編成さ
れ最終調整に入っているところです。そして、双葉町の多くの子
どもたちも進級や卒業に向け学習面、生活面の総まとめに取り組
んでいることと思います。町立学校の今年度は「ふるさと学習」
の中で、民俗伝統芸能に触れ、調べ、体験し、実際に演舞発表す
る機会もありました。また、被災地訪問として、広島の原爆ドー
ムや神戸市のアーカイブ施設を訪問し、長い年月がかかっても必
ず復興し発展できるという現実を体感し味わうことができまし
た。また、実際の双葉町を知らない子どもたちに『ふるさと遠足』
と称して、町立学校と双葉町をライブでつなぎ、ドローンで空か
らの双葉町の様子を見学し、まさに遠足にいったような状況を体
験する事ができました。子どもたちの心に大きな思い出の一コマ
ができたことと思います。このような取り組みは、双葉町との繋
がりを保持すると共に、子どもたちを取り巻く多くの人々と向き
合い、絆を深める貴重な体験と考えております。保護者の皆さま
には、ぜひ子どもと向き合い、できるようになったことや得意分
野で伸びた部分を見つけ褒めてあげてほしいと思います。そして
本人に次の目標を考えようとする自立心を促す励ましの声がけを
お願いいたします。
　また、３月は卒業の時期でもあります。冒頭に示しました子ど
もたちの中で『幼稚園年長３９人、小学６年生４８人、中学３年生
４６人』の子どもたちが、この３月に卒園・卒業を迎え巣立ち、新
たなステージへと進むことになります。教育委員会、学校、そし
て保護者の皆さまと一緒に連携し、子どもたちの羽ばたく準備を
支え見守っていかなければならないと思います。
　それから、町生涯学習に係る各自治会や婦人学級、そして、町
民俗芸能保存会、町芸術文化団体連絡協議会におきましても、今
年度の反省と来年度の計画案について協議いただきました。会員
の皆さまの熱心な取り組みは、町民の絆はもとより、今の避難先
における地元住民の方々との絆や、双葉町の元気を全国に発信さ
れていることに敬意と感謝を申し上げます。
　そして、会をまとめリーダーシップを発揮されている会長、学
級委員長をはじめ役員の皆さまに御礼申し上げます。ありがとう
ございます。今後ますますの皆さまのご健勝と御活躍をお祈り申
し上げます。

夢と希望のある「学び」へ夢と希望のある「学び」へ夢と希望のある「学び」へ

8広報ふたば 平成３１年３月



平成３１年度　双葉町奨学生募集平成３１年度　双葉町奨学生募集
－ 平成３１年度の双葉町奨学生を次により募集します －

◇申し込み資格
・ 高等学校（高等専門学校を含む）、専修学校、
大学、大学院に在学する者または平成３１年度
入学予定者。

◇返還の方法
・ 卒業月の６カ月後から１０年以内に、奨学資金の
全額を半年賦で返還していただきます。希望によ
り一括返還することもできます。
・利子は無利子です。

　・申請書の提出場所　
双葉町教育委員会

※郵送での受付も行います。
※ 申し込みを希望される方は、３月１日（金）から双葉
町教育委員会教育総務課において申請書類を交付しま
す。また、電話での依頼により申請書類の郵送も行い
ますので、下記問い合わせ先へご連絡ください。

◇貸与期間
在学校の正規の修業期間

電子メール kyouiku@town.futaba.fukushima.jp

【問い合わせ先】
☎ ０２４６－８４－５２１０ ＦＡＸ ０２４６－８４－５２４８双葉町教育委員会　教育総務課

いわき市植田町中央１丁目１６－１３ エムケービル２Ｆ〒９７４－８２６１

平成３１年成人式

平成３１年度　双葉町奨学生募集平成３１年度　双葉町奨学生募集平成３１年度　双葉町奨学生募集
教育総務課からのお知らせです

※職業能力開発促進法に基づく学校等を含む。
　・経済的理由により修学困難と認められること。
　・ 国、県またはほかの団体から同種類の奨学資
　　金の貸与または給与を受けていないこと。

◇申し込み手続き
　・申込受付期間

４月１日（月）から５月１０日（金）まで
ただし、家計の急変等により緊急に奨学資金を必要と
する場合は、受付期間を過ぎても採用しますので、双
葉町教育委員会教育総務課までご相談ください。

◇貸与額（月額）
・高等学校（高等専門学校を含む）
・専修学校
・国、公立大学
・私立大学
・大学院

１５，０００円
２０，０００円
３５，０００円
４０，０００円
４０，０００円

…
……………………………

………………………
……………………………

………………………………

　双葉町に住所を有している方で区域外就学によ
り、避難先の小・中学校に通学している児童生徒の
保護者の方に対し、義務教育を円滑に実施できるよ
う、学校給食費や学用品費等の経費の一部援助を行
います。
　就学援助の申請は、原発避難者特例法により原則
として避難先自治体で実施することになっています
ので、希望される保護者の方は、まず避難先の市区
町村教育委員会、または現在通学している学校へご
相談ください。
　ただし、平成３０年度に双葉町から支援を受けて
いた児童生徒については、平成３１年度も継続とな
りますので後日、申請書等関係書類を送付します。
　避難先市区町村で就学援助の対象者に認定されな
かった場合は、双葉町教育委員会教育総務課にお申
し出ください。（避難先の市区町村との重複受給は
できません）

　双葉町では、２０２０年双葉町成人式の開催を、
次のとおり予定しています。詳細が決まり次第、
該当者にご案内いたします。

◆開催日…
◆会　場…
◆対象者…

平成３１年度
双葉町児童生徒への就学援助について

２０２０年
双葉町成人式について

２０２０年１月３日（金）
いわき市内
平成１１年４月２日～平成１２年４月１日
生まれの方（平成２３年３月１１日以降
転出者も含む）
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【福島県任期付派遣職員】

職員紹介職員紹介職員紹介

後
ごと う

藤　秀
ひでふみ

文
（２月１日よりいわき事務所
建設課に勤務）

②「広報・広聴」をクリック

【問い合わせ先】 住民生活課　 ☎ ０２４６－８４－５２０６

　登録を受けた飼い犬の所有者は、犬の所在地（犬を飼っている
住所地）が変更した時に、その犬の所在地を管轄する市町村長に
変更届出をすることが法律で定められています。

⇒ 　現在お住まいの自治体で登録手続きを行ってください。
　 　この際に登録料が必要になります。詳しくは各自治体に
確認ください。

⇒　住民生活課までご連絡ください。

このため、全町避難が続く双葉町では、避難先自治
体に、飼い犬の所在地の変更届出をしてください

　飼い犬が亡くなった場合は？

　新しく犬を飼った場合は？

飼い犬の登録変更はお済みですか

①トップ画面の「町政情報」をクリック

町政懇談会の議事録が町公式ホームページでご覧いただけます

【問い合わせ先】 秘書広報課　☎０２４６－８４－５２０２

③「町政懇談会」をクリック
　昨年１０月１１日から１１月１７日ま

で、県内外１１会場で開催した町政懇談

会の議事録を、町公式ホームページに掲

載しています。

◀スマートフォン、タブレット用
　ＱＲコード
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医療費一部負担金等免除期間の延長について
　医療費一部負担金等免除の期間が平成３２年２月２９日まで延長されました。国民健康保険と後期高齢者医療保
険にご加入の方については、新しい免除証明書を双葉町から２月下旬に個人宛で避難先住所へ送付いたしました。
　３月１日以降は今回送付した免除証明書を、医療機関窓口で保険証等と一緒に必ず提示してください。免除証明
書の提示がない場合や有効期限が切れた免除証明書を提示した場合、被災証明書を提示した場合には、医療費一部
負担金の免除を受けることはできませんので、ご注意ください。
　免除証明書の色と大きさは下記のとおりですので、ご確認ください。

※ 入院時食事療養費、入院時生活療養費の自己負担
分および柔道整復（接骨院等）・あん摩・マッサー
ジ・はり・きゅう師等の施術費、治療用装具費は
免除の対象ではありませんので、自己負担金が発
生します。保険外診療分についても自己負担とな
ります。

健康保険の種類 色 大きさ

双葉町国民健康保険 オレンジ色 保険証と同じ大きさ（縦５．５㎝×横８．６㎝）

後期高齢者医療保険 オレンジ色 Ａ４用紙（縦２９．７㎝×横２１㎝）

双葉町国民健康保険被保険者証の更新について
【双葉町国民健康保険にご加入の方】

【双葉町国民健康保険および後期高齢者医療保険にご加入の方】

　平成３１年度の双葉町国民健康保険被保険者証
（以下：保険証）を３月下旬に簡易書留郵便にて、
避難先住所（３月１日時点で役場に登録された避
難先住所）へ個人宛に送付する予定です。同じ避
難先住所でも、郵便事情により配達日が数日前後
することがあります。
　保険証の配達時にご不在の場合は、郵便局に
１週間程度保管されます。保管期間内に郵便局
の「郵便物お預かりのお知らせ」に記載された方
法で、郵便局へ再配達を依頼し、お受け取りくだ
さい。

　なお、３月下旬は保険証のみの発送となり、免
除証明書は同封されませんので、２月に送付した
ものを有効期限までご使用ください。
　有効期限が切れた保険証は、自己責任のもと破
棄していただくか、双葉町いわき事務所健康福祉
課までご返却ください。

【後期高齢者医療保険にご加入の方】

【社会保険等にご加入の方】

　保険証の有効期限は毎年７月末ですので、３月
下旬の送付はありません。保険証の更新時期にな
りましたら、広報等でお知らせいたします。

　医療費一部負担金等免除証明書の発行は健康保
険組合等が行いますので、加入されている健康保
険組合等へお問い合わせください。免除証明書の
更新手続きが必要となる場合があります。

【問い合わせ先】　健康福祉課　国保年金係　☎ ０２４６－８４－５２０５

　広報ふたば平成３１年２月号
Ｐ２０の記載に誤りがありまし
た。お詫びして訂正いたします。

誤

正

広報ふたば２月号の訂正
について

○肥満を防ぐ
　（腹囲男９０cm､女８５cm以下）

○肥満を防ぐ
　（腹囲男８５cm､女９０cm以下）

【問い合わせ先】　福島地方法務局総務課　☎０２４－５３４－１９８３

　福島地方法務局富岡出張所では昨年７月２０日から毎月第１・３木曜日
に出張窓口を開設していますが、３月は第３木曜日が祝祭日に当たること
から　　　　　　　　　　　　　　　　　　に出張窓口を開設します。３月７日（木）・３月１４日（木）

※福島地方法務局富岡出張所はいわき合同庁舎内において通常業務を行っております。

福島地方法務局　富岡出張所
「出張窓口」開設日変更のお知らせ

　時　間 午前１０時から午後３時まで
　場　所 福島地方法務局富岡出張所庁舎（双葉郡富岡町小浜字５５４番地７）

登記に関するご相談は、予約制です。　予約先　☎０２４６－３５－５６７０
※お住まいの近くの法務局でも相談できます。
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参加希望の方は、３月２０日までに下記問い合わせ先にご連絡ください。

Ｙ
ワイ

oＹ
ワイ

交流会 in 群馬太田～お花見会～を開催します

【問い合わせ先】 千吉良　髙志（三字） 　☎０８０－５５６８－７０９１

賀
寿
の
祝
い

　

２
月
13
日
、
江
尻
ク
ミ
さ
ん
（
長

塚
一
）
が
め
で
た
く
満
百
歳
を
迎
え

ら
れ
、
避
難
先
の
い
わ
き
市
に
あ
る

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
せ
ん
だ
ん
に

お
い
て
、
ご
家
族
、
ご
親
戚
の
方
々
や

施
設
の
利
用
者
、
職
員
の
方
々
が
見

守
る
中
、
賀
寿
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
長
寿
を
お
祝
い
し
て
福
島

県
知
事
か
ら
の
賀
寿
と
会
津
塗
り
の

木
杯
が
新
妻
勝
幸
県
相
双
保
健
福
祉

事
務
所
長
か
ら
伝
達
さ
れ
、
続
い
て

伊
澤
史
朗
町
長
か
ら
賀
寿
と
敬
老
祝

金
が
贈
ら
れ
、
前
田
洋
海
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
副
会
長
か
ら
賀
寿
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
澤
町
長
は
「
ク
ミ
様
は
手
先
が

と
て
も
器
用
で
あ
り
、
生
業
と
さ
れ

て
い
た
洋
裁
や
手
芸
と
い
っ
た
お
裁

縫
を
特
技
と
さ
れ
、
末
永
く
趣
味
と

さ
れ
て
い
た
こ
と
、
地
域
の
皆
さ
ま

と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
さ
れ
、悠
々

自
適
な
が
ら
も
多
く
の
仲
間
と
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
ま
れ
て
い
た
と
の

こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
自
分
の
生
き

方
を
曲
げ
ず
、
生
活
の
ペ
ー
ス
を
守

り
、
好
き
な
こ
と
に
没
頭
さ
れ
る
こ

と
で
、
心
身
の
健
康
意
識
を
高
く
持

た
れ
、
日
々
努
力
を
積
み
上
げ
て
こ

ら
れ
た
こ
と
が
長
寿
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。
今
後
も

後
進
の
た
め
に
、
ご
指
導
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」
と

お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
佐
々
木
清
一
町
議
会
議

長
が
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
、
賀
寿

を
祝
い
ま
し
た
。

　

花
束
贈
呈
で
は
長
女
の
久
子
さ
ん

か
ら
花
束
が
贈
ら
れ
、
ク
ミ
さ
ん
は

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
様
子
で
会
話
を
交

わ
し
な
が
ら
受
け
取
り
ま
し
た
。
記

念
品
贈
呈
で
は
孫
、
ひ
孫
の
皆
さ
ん

か
ら
記
念
品
を
笑
顔
で
受
け
取
ら
れ

ま
し
た
。

　

最
後
に
長
男
の
邦
夫
さ
ん
が
あ
い

さ
つ
の
中
で
「
こ
の
よ
う
に
こ
の
日

を
迎
え
て
、
改
め
て
百
歳
と
い
う
年

齢
を
考
え
る
と
、
と
て
も
素
晴
ら
し

い
こ
と
で
あ
る
と
感
動
し
ま
し
た
。

大
正
、
昭
和
、
そ
し
て
平
成
と
激
動

の
時
代
を
自
分
の
ペ
ー
ス
を
守
っ
て

生
き
て
い
く
の
は
大
変
な
こ
と
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
入
居
す
る

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
適
切
で
献
身
的

な
介
護
の
お
か
げ
で
、
大
震
災
も
乗

り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
関
係

者
の
皆
さ
ま
、
本
日
お
集
ま
り
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝

い
た
し
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ク
ミ
さ
ん
は
規
則
正
し
く
生
活
し

食
べ
も
の
は
好
き
嫌
い
が
な
く
、
地

域
と
の
関
わ
り
を
多
く
持
ち
悠
々
自

適
に
楽
し
む
こ
と
を
心
が
け
、
日
々

を
送
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

満
百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

満
百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

満
百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

日　　時
集合時間
集合場所
コ ー ス

会　　費
移動手段
そ の 他

３月３０日（土）
午前１０時
太田市北部運動公園　東駐車場
北部運動公園 ～ さざえ堂 ～ 足尾公害祈念鉱毒根絶の碑 ～ 昼食 ～ 世良田東照宮　他
　　　　　※変更になる可能性もあります。
実費（入館料・昼食など　２,０００円程度）
マイカーを利用
・桜並木の桜が満開だと最高の「大人の遠足」になると思います
・タブレットに昼食メニューなどを投稿しています。

12広報ふたば 平成３１年３月



　

１
月
31
日
、
２
月
１
日
、
い
わ
き
市
内
の
ホ
テ

ル
で
、
昭
和
39
年
度
双
葉
中
学
校
卒
業
生
古
希
祝

い
同
級
会
が
開
催
さ
れ
、
遠
く
は
徳
島
県
や
岡
山

県
な
ど
か
ら
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

幹
事
の
皆
さ
ん
は
、
原
発
事
故
の
避
難
な
ど
に

よ
り
連
絡
先
が
分
か
ら
ず
、手
紙
を
出
し
て
も
戻
っ

て
く
る
な
ど
大
変
苦
労
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。

　

同
級
会
に
は
70
人
近
い
参
加
申
し
込
み
が
あ
り

ま
し
た
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
り
キ
ャ
ン
セ

ル
が
相
次
ぎ
、
最
終
的
に
61
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

物
故
者
に
黙
と
う
を
捧
げ
た
後
、
一
次
会
は
学

級
単
位
で
、
二
次
会
は
オ
ー
プ
ン
で
旧
交
を
温
め

合
い
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
早
く
も
７
年
後
の
喜
寿
の
同

級
会
開
催
の
要
望
が
数
多
く
出
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
。

　

二
日
目
に
は
、
バ
ス
を
貸
し
切
り
、
中
間
貯
蔵

施
設
や
双
葉
町
の
復
興
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
思
い
出
に
残
る
同
級
会
で
あ
っ

た
と
感
想
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
ふ
る
さ
と
双

葉
町
の
復
興
を
心
か
ら
祈
り
、
散
会
い
た
し
ま

し
た
。

～
人
生
百
年
時
代
・

～
人
生
百
年
時
代
・
7070
歳
か
ら
が
面
白
い
～

歳
か
ら
が
面
白
い
～

（
※
連
絡
が
つ
か
な
か
っ
た
同
級
生
や
ご
家
族

の
方
で
、
こ
の
度
の
同
級
会
に
関
す
る
情
報
を

ご
希
望
の
方
は
、
幹
事
・
木
幡
敏
郎
（
０
９
０

－

７
５
２
２－

９
６
１
０
）
ま
で
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。）

古
希
祝
い
同
級
会

（
昭
和
39
年
度
双
中
卒
）

日　　時：
場　　所：
集合時間：

参　加　費：
申し込み締め切り：

【申し込み・問い合わせ先】
○谷　  尚之（三字）☎０９０－７０７２－０９５９
○齋藤  和子（三字）☎０８０－１８３９－５３３５
○佐藤  孝一（山田）☎０８０－５５７１－３６９４

３月３０日（土）
新宿北国酒場「んだんだ」
午前１１時４５分（現地集合）
（お花見会は正午から午後３時まで）
４,０００円
　　　　３月１５日（金）

東京ふれあい双葉会 お花見会の開催

新宿北国酒場「んだんだ」

* * * * 
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　長塚二行政区総会・交流会を下記のとおり開催いたし
ますので、お誘い合わせのうえご参加ください。

長塚二行政区
総会・交流会開催のお知らせ

【申し込み・問い合わせ先】
区　長　武藤　康広　☎０９０－８２５６－５０５８
副区長　作田伊　雄　☎０９０－４５５７－３７６３
事務局　永井　幸雄　☎０９０－７３２６－４１３０

湯本温泉「吹の湯」
いわき市常磐湯本町吹谷４８
☎０２４６－４２－２１５８

○場　所 …

１年に１回の総会 ・ 交流会です。

再会を楽しみにしております！

一人 …………………… １０，０００円
交流会のみ参加の方 ……５，０００円

○会　費 …

○申込締切 …３月３１日（日）
参加される方は、準備の都合上、下記まで
早めの連絡をお願いします。

○日　時 … ４月１４日（日）・１５日（月）１泊２日
・総　会　午後３時から

・交流会　午後６時～

　● 町からの「復興計画と現状について」
の説明も予定しております。

郡山行政区の総会及び懇親会を下記のとおり開催します。

郡山行政区
総会・懇親会開催のお知らせ

湯本温泉「吹の湯」
いわき市常磐湯本町吹谷４８
☎０２４６－４２－２１５８

○場　所 …

一人　５,０００円（１泊２食）
※総会のみの参加は会費なし
※会費は当日徴収します

○会　費 …

　まだ、出欠の連絡をしていない方は早急に下記

までご連絡願います。

　なお、宿泊等に変更が生じた場合も下記まで連

絡願います。

○日　時 … ４月１３日（土）・１４日（日）１泊２日

４月１３日 ・総　会　午後３時～
・懇親会　午後６時～

４月１４日 朝食後解散

【申し込み・問い合わせ先】
福岡　渉一
森　　秀樹

☎ ０９０－８４２４－５９４５
☎ ０８０－５５７５－２９９１

※行政区の総会・交流会の参加費は、生活サポート補助金の対象となります。

　下条行政区総会、交流会を下記のとおり開催し
ますのでご参加ください。

○日　時 … ４月１２日（金）・１３日（土）１泊２日
・受　付 … 午後３時から
・総　会 … 午後３時３０分から
　（総会のみの参加もお待ちしています）
・交流会 … 午後６時から

下条行政区からのお知らせ

飯坂温泉「祭屋湯左衛門」
福島市飯坂町字鍋沢４の１
☎０２４－５４２－２３４５

○場　所 …

一人　１１,０００円○会　費 …

○申込締切 …３月２０日（水）

○日　時 … ４月１９日（金）・２０日（土）１泊２日
・受　付 … 午後２時３０分
・総　会 … 午後３時から

・交流会 … 午後６時から

議案・平成３０年度収支決算報告
　　・平成３１年度収支予算（案）
　　・区長会報告等

磐梯熱海温泉「永楽館」
郡山市熱海町熱海４－４７
☎０２４－９８４－２１３５

○場　所 …

１０,０００円○宿泊費 …
※ 住所が判っている方には、往復ハガキを出してい
ますので返信をお願いします。

平成３１年度大字総会及び交流会の案内
　平成３１年度の総会＆交流会を下記のように実施いたし
ますのでお誘いの上参加くださるよう、ご案内いたします。

鴻草行政区からのお知らせ

庶務　志賀　　仁　☎ ０８０－５２２５－９７０２
区長　井戸川則隆　☎ ０８０－３１４０－３５５２

作本　信一　☎ ０９０－７０６２－４０８３
宮本　孝男　☎ ０９０－４８８５－２２７９

【申し込み・問い合わせ先】

【申し込み・問い合わせ先】
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　仙台国税局では、バイタリティーあふれる国税専門官を募集しています。
　国税専門官は、国の財政を支える重要な仕事を担い、税務署等において、調査・徴収・検査や指導などを
行う税務のスペシャリストです。

　人事院では、国家公務員採用総合職試験（院卒者試験・大卒程度試験）及び一般職試験（大卒程度試験）を
実施いたします。
　申込みはインターネットにより行ってください。

なお、申込み方法や受験資格等の詳しい内容については、人事院ホームページまたは下記にお問い合わせください。

１：平成元年４月２日から平成１０年４月１日生まれの者
２：平成１０年４月２日以降生まれの者で次に掲げるもの
　 （１）大学を卒業した者及び平成３２年（２０２０年）３月まで
　　　　に大学を卒業する見込みの者
　 （２）人事院が（１）に掲げる者と同等の資格があると認める者

・インターネット申込み受付期間：３月２９日（金）９：００  ～  ４月８日（月）［受信有効］
・第１次試験日：４月２８日（日）

・インターネット申込み受付期間：４月５日（金）９：００  ～  ４月１７日（水）［受信有効］
・第１次試験日：６月１６日（日）

平成３１年３月２９日（金）
から４月１０日（水）まで

受験申込みはインターネット申込みとする。
国家公務員試験採用情報ＮＡＶＩ（http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm）

国家公務員採用試験のお知らせ国家公務員採用試験のお知らせ

平成３１年度

【試験に関する問い合わせ先】

【問い合わせ先】

内線３２３６仙台国税局人事第二課試験研修係
人事院東北事務局

☎０２２－２６３－１１１１
☎０２２－２２１－２０２２

人事院東北事務局　第二課　試験係　☎０２２－２２１－２０２２
人事院ホームページ　［http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm］

○受験資格 ○受験申込受付期間

平成３１年（２０１９年）
６月９日（日）

○第１次試験日

○受験申込み方法

総合職試験（院卒者試験・大卒程度試験）

一般職試験（大卒程度試験）

国家公務員「国税専門官採用試験」（国家公務員「国税専門官採用試験」（大学卒業程度大学卒業程度）のお知らせ）のお知らせ

国家公務員採用試験のお知らせ

国家公務員「国税専門官採用試験」（大学卒業程度）のお知らせ

※平成３１年５月以降の元号の表示につきましては、便宜上、平成を表記するとともに西暦を併記しています。

　自動車税は、４月１日午前零時現在で車検証上の所有者

（割賦販売の場合は使用者）に課税されます。

　自動車を下取りに出したり、他人に譲り渡したり、廃車

した場合等は、平成３１年３月末日までに必ず運輸支局で

名義変更や抹消登録の手続きを行ってください。

　また、車を所有する方がお亡くなりになられた場合も、

必ず運輸支局で相続する方への名義変更や抹消登録等の手

続きを行ってください。

　なお、避難先等への郵便物の転送を希望される方は、

最寄りの郵便局へ「転居届」の提出をお願いします。

あなたの自動車は正しく登録されていますか？あなたの自動車は正しく登録されていますか？

■自動車税に関すること

■自動車の登録手続きに関すること

相双地方振興局県税部課税課　課税第二チーム
　☎０２４４－２６－１１２７

国土交通省東北運輸局　福島運輸支局
　☎０５０－５５４０－２０１５
いわき自動車検査登録事務所
　☎０５０－５５４０－２０１６

【問い合わせ先】

あなたの自動車は正しく登録されていますか？
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～ 
広
報
シ
リ
ー
ズ
④ 

～

　

福
島
県
で
は
、
双
葉
地
域
の
救
急
医
療
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、「
福
島
県
ふ
た
ば
医
療

セ
ン
タ
ー
附
属
病
院
」
を
平
成
30
年
４
月
23
日
に
開
院
し
ま
し
た
。
ふ
た
ば
医
療
セ
ン
タ
ー

附
属
病
院
は
24
時
間
体
制
で
救
急
医
療
を
提
供
し
ま
す
。
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
る
患
者
さ
ん

や
、
ケ
ガ
や
急
な
病
気
で
近
く
の
診
療
所
で
は
対
応
困
難
な
患
者
さ
ん
の
診
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
10
月
か
ら
多
目
的
医
療
用
ヘ
リ
の
運
航
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
県

が
新
た
に
導
入
す
る
医
療
用
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
あ
り
、
ふ
た
ば
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
病
院

が
運
航
基
地
と
な
り
、
双
葉
地
域
の
救
急
現
場
や
浜
通
り
の
医
療
機
関
を
中
心
に
運
航
す
る

も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
ヘ
リ
の
公
立
病
院
で
の
導
入
は
、
全
国
で
も
例
の
な
い
取
り
組
み

で
す
。

　

双
葉
地
域
の
皆
さ
ん
の
安
心
を
医
療
の
面
で
支
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　平成３０年９月２１日（金）福島県ふたば医療セン
ター附属病院のヘリポートにおいて、福島県知事、厚
生労働副大臣、復興副大臣をはじめ、関係者の皆様に
御列席いただき、運航開始式が執り行われました。
　本学からは、来賓として竹之下誠一理事長、谷川攻
一ふたば医療センター長が出席し、テープカットを行
いました。

　内堀雅雄知事が「多目的医療用ヘリは地域の救急医
療の強化につながるものです。地域の皆さんが安心し
て生活できるよう、引き続き地域医療の充実を始め生
活環境の整備など本県の復興・創生に全力で取り組ん
でまいります」と挨拶。同センター附属病院の田勢長一
郎院長は「このヘリにより地域の皆様の安心を医療の
面からしっかりと支え、地域の救急医療の質を向上させ
るよう精一杯取り組んでまいります」と挨拶しました。

　構造は、鉄骨構造平屋建、床面積 236.6㎡、諸室は、
格納庫と待機室となっています。その他、給油設備の
新設、航空灯火設備、ヘリポートマーキング塗布等の
改修をしました。

　　　　　　　　　　は、福島県ドクターヘリで使
用するヘリと同等です。

ふ
た
ば
救
急
総
合
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
広
報
３
月
版

　

 
多
目
的
医
療
用
ヘ
リ
の
導
入
目
的
・
運
用
開
始
に
つ
い
て

〇 多目的医療用ヘリ運航開始式

　平成３０年１０月２９日から運航を開始しました。
〇 運航開始日について

　ヘリの出動基地となる福島県ふたば医療センター附
属病院を基地病院とします。

〇 基地病院について

　福島県立医科大学附属病院のドクターヘリポート内
に、多目的医療用ヘリの格納庫を新たに整備しました。

〇 格納庫について

　双葉地域で発生した救急患者への対応
　 ドクターヘリは、生命の危険が切迫している重症患
者に対応しています。
　 多目的医療用ヘリは、ドクターヘリの対象とならな
い比較的軽症の患者搬送を担当します。
　 浜通りの医療機関と高度専門的な治療が行える医療
機関との間の患者搬送
　 専門の医師、医療スタッフや医薬品、医療資機材の
緊急搬送

①

② 

③ 

〇 多目的医療用ヘリの運航内容は？　

〇 多目的医療用ヘリの格納庫の概要

〇 多目的医療用ヘリ

　双葉地域での救急医療の質の向上
　医療機関への搬送時間が短縮
　⇒ これにより、患者の重症化防止や移動中の負担軽
減を図ることができます。

①
②

例）搬送に要する時間
　　　　　　　　　福島市・郡山市　 いわき市・南相馬市
救急車
多目的医療用ヘリ

100 ～ 120 分
18 ～ 20 分

60 ～ 80 分
11 ～ 12 分

〇 多目的医療用ヘリ導入の効果は？

新格納庫

ふたば医療センター附属病院にて待機

・

・
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肺
炎
は
日
本
人
の
死
因
の
第
３
位
で
、
肺
炎
で
亡

く
な
る
方
の
約
95
％
は
65
歳
以
上
の
方
で
す
。

　

原
因
の
ほ
と
ん
ど
が
、
市
中
肺
炎
で
は
な
く
誤
嚥

性
肺
炎
が
多
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
に
な
る
と
発
熱
、
咳
と
い
っ
た
肺
炎
の
典
型

的
な
症
状
で
は
な
く
、「
元
気
が
な
い
、
食
欲
が
な

い
と
い
う
様
子
し
か
表
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。」

　

そ
の
た
め
家
族
が
肺
炎
と
気
づ
か
な
い
う
ち
に
、

【
重
症
化
す
る
危
険
性
】
が
あ
り
ま
す
。

※高齢者の肺炎球菌感染症の定
期接種制度に関するお問い合わ
せは、各町村役場にお願いいた
します。

・休養（睡眠）をとる
・規則正しい生活
・うがい、手洗い、マスク

・休みをとる
・食器、タオルなどは他の人と別にする
・なるべく他の人と同室しない

・栄養をとる
・禁煙

　
 「

肺
炎
予
防｣

に
つ
い
て

・ 

肺
炎
の
原
因
と
な
る
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
、

体
に
入
り
込
ま
な
い
よ
う
に
す
る
。

・ 

毎
日
の
感
染
予
防
（
う
が
い
・
手
洗
い
・

マ
ス
ク
の
着
用
・
口
の
な
か
を
清
潔
に
す

る
。
・
誤
嚥
を
防
ぐ
）

・ 

予
防
接
種
を
受
け
る
（
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
）

・ 

体
の
免
疫
を
高
め
る
（
規
則
正
し
い
生
活
を

す
る
。
・
持
病
の
治
療
に
つ
と
め
る
。
・
喫

煙
者
は
禁
煙
す
る
。）

・ 

高
齢
に
な
る
ほ
ど
、
肺
炎
の
リ
ス
ク
は
高
く

な
り
ま
す
。

・ 

肺
炎
に
よ
る
死
亡
率
は
、
65
歳
を
過
ぎ
る
と

年
齢
と
と
も
に
上
昇
し
て
い
き
ま
す
。

・ 
65
〜
69
歳
に
比
べ
て
、
70
〜
74
歳
で
は
約
２

倍
、
75
〜
79
歳
で
は
さ
ら
に
そ
の
約
２
倍
、

　

 
と
い
う
よ
う
に
、
死
亡
率
は
ど
ん
ど
ん
上
昇

し
て
い
き
ま
す
。
つ
ま
り
肺
炎
予
防
は
加
齢

と
と
も
に
ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
ま
す
。

・
肺
炎
球
菌
と
そ
の
感
染
症
に
つ
い
て
知
ろ
う
。

・ 

本
人
が
か
か
る
肺
炎
の
中
で
も
最
も
原
因
に

な
り
や
す
い
「
肺
炎
球
菌
」。
こ
こ
で
は
、
肺

炎
球
菌
が
引
き
起
す
病
気
や
、
そ
の
感
染
経

路
な
ど
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

・ 

肺
炎
球
菌
と
い
う
細
菌
が
感
染
す
る
こ
と
で

起
こ
る
感
染
症
の
こ
と
で
す
。

・
成
人
で
は
、「
肺
」
に
感
染
し
て
「
肺
炎
」
を

　

起
こ
す
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、ほ
か
に
、菌

　

 

血
症
・
敗
血
症
・
髄
膜
炎
な
ど
を
起
こ
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

・ 

定
期
接
種
と
は
、「
予
防
接
種
法
」
と
い
う
法

律
に
基
づ
き
自
治
体
（
市
町
村
等
）
が
実
施

す
る
予
防
接
種
で
す
。

・ 

今
年
度
（
平
成
30
年
度
）
の
高
齢
者
の
肺
炎

球
菌
感
染
症
の
定
期
接
種
の
対
象
期
間
は
、

　

 

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
３
月
31

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

・ 

期
間
内
に
接
種
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
定
期

接
種
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。 

※ 

定
期
接
種
の
開
始
時
期
は
、
各
自
治
体
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　

 

在
宅
で
普
通
の
社
会
生
活
を
お
く
っ

て
い
る
人
に
発
症
す
る
肺
炎
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。

市
中
肺
炎

　

 

高
齢
に
な
る
に
つ
れ
、
咳
を
す
る
こ

と
や
、
飲
み
込
む
運
動
が
う
ま
く
い

か
な
く
な
り
、
誤
っ
て
唾
液
や
食
物

が
気
管
に
入
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
を
、
誤
嚥
と
呼
び

ま
す
。
口
の
中
の
細
菌
な
ど
も
一
緒

に
気
管
に
入
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
が
誤

嚥
性
肺
炎
（
ご
え
ん
せ
い
は
い
え
ん
）

を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

誤
嚥
（
ご
え
ん
）

・
肺
炎
は
風
邪
と
違
っ
て
命
に
関
わ
り
ま
す
。

・ 

肺
炎
の
主
な
症
状
は
、
発
熱
、
咳
、
た
ん
、

息
苦
し
さ
、
胸
の
痛
み
な
ど
で
、
風
邪
と
よ

く
似
て
お
り
、
症
状
か
ら
見
分
け
る
の
は
困

難
で
す
。

・ 

風
邪
は
鼻
や
喉
と
い
っ
た
上
気
道
や
気
管
支

の
炎
症
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
肺
炎
は
肺
の

中
の
肺
胞
と
い
う
部
位
に
炎
症
が
起
き
ま
す

が
、
肺
胞
に
炎
症
が
起
き
る
と
呼
吸
が
う
ま

く
で
き
な
く
な
り
、
酸
素
不
足
と
な
り
、
呼

吸
困
難
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

・ 

高
齢
者
の
肺
炎
で
は
、
症
状
が
わ
か
り
づ
ら

い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

・ 

発
熱
や
咳
、
た
ん
な
ど
の
症
状
が
あ
ま
り
み

ら
れ
な
い
。

・ 

元
気
が
な
い
、
食
欲
が
な
い
、
意
識
が
は
っ

き
り
し
な
い

・ 

症
状
が
急
速
に
進
み
、
突
然
、
呼
吸
困
難
に

陥
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
高
齢
者
の
肺
炎
は
危
険
な
病
気
な
の
で
す
。

・ 

入
院
す
る
と
、
足
腰
が
衰
え
・
糖
尿
病
の
方

の
症
状
悪
化
・
認
知
症
に
な
る
可
能
性
・
心

臓
の
病
気
や
脳
卒
中
に
か
か
り
や
す
く
な
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

❶ 

肺
炎
予
防
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

❷ 

す
で
に
、
肺
炎
予
防
を
し
て
い
る
方
へ

❺ 

気
を
つ
け
て
、肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎

❻ 

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
症
の
定
期

　

 

接
種
に
つ
い
て

❸ 

肺
炎
に
な
る
と
、
ど
う
な
る
の

❹ 

高
齢
者
の
肺
炎
の
特
徴

本人がかからないための注意

かかってしまったら、家族に広めないこと公立大学法人
福島県立医科大学　復興推進課

佐　藤・山　川

【広報紙に関する問い合わせ先】

☎ ０２４－５４７－１６８６

平成３０年度接種対象者
今年度に以下の年齢になる方が定期接種となります。

▼ 日本における主な死因

悪性新生物（がん）

４位

３位

２位

１位
心疾患（心不全など）

肺炎

脳血管疾患（脳梗塞など）

［372,986人］

［198,006人］

［119,300人］

［109,320人］
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搬出市町村 搬入量㎥（袋）※ 搬出市町村 搬入量㎥（袋）※

浜通り

双葉町 ８６，８９５

中通り

伊達市 ２４，１２３
南相馬市 ７８，１３１ 本宮市 １１，２４９
浪江町 ６３，３８４ 桑折町 ３，４２６
葛尾村 ５９，６０５ 国見町 ６，９４８
飯舘村 ３７，５２２ 川俣町 ４０，７２２

中通り
福島市 ２０，２１１ 大玉村 ７，０７３
二本松市 ２６，８６１ 計 ４６６，１５０

（平成 31年 1月31日現在） ・福島県内に避難されている方 4,073人
2,818人・福島県外に避難されている方

※ 平成 23 年３月 11 日時点の住民基本台帳人口から死亡者を引き、
出生者と転入者を加えた人口を示しています。

◇保管場及び陳場下交差点の放射線監視

福島地方環境事務所からのお知らせ　～中間貯蔵施設について～

空間線量率の測定により、除染土壌等の搬入による周辺への影響は見られないことが確認されています。
今後もしっかりと安全対策及び放射線の監視を行ってまいります。

３月２０日～３月２３日までの期間は、輸送を休止いたします。

◇環境安全委員会について
　２月１５日に福島県、双葉町及び大熊町等の委員からなる中間貯蔵施設環境安全委員会（第１３回）が開催さ
れました。
　引き続き安全確保に努めて中間貯蔵施設事業に取り組んでまいります。

中間貯蔵施設及び周辺モニタリングの結果については、以下のＪＥＳＣＯ（中間貯蔵・環境安全事業株式会社）の
ＨＰで公表しております。

環 境 省

【問い合わせ先】福島地方環境事務所　中間貯蔵部　調査設計課　☎ ０２４－５６３－１２９３

（ＵＲＬ） http://www.jesconet.co.jp/interim/operation/monitoring.html

双葉町内中間貯蔵施設の受入・分別施設等への輸送の状況は下記のとおりです。◇輸送について（２月１６日現在）

※ フレキシブルコンテナ等１袋の体積を１㎥と換算しています。

消防署からのお知らせ

◆富岡消防署　☎０２４０－２２－２１１９◆浪江消防署　☎０２４０－３４－４１１１＜ 消防署連絡先 ＞

住宅用火災警報器を設置しましょう！
３月１日～３月７日　「春季全国火災予防運動」

全国各地で住宅火災による死者が多数発生しています。
住宅用火災警報器があなたや大切な家族の命を救います！

①住宅用火災警報器とは？ ②どこで購入できるの？

④点検は必要？寿命は？

③どこに付ければいいの？
　煙または熱を自動的に感知し、警報
ブザーや音声により火災の発生をい
ち早く知らせ、避難を促す機器です。
　住宅火災による死者の多くを占め
る「逃げ遅れ」を防ぐことに役立ち
ます。
　「一般住宅でも設置は義務です！」

　ホームセンターや電気店などで
購入できます。

　１カ月に１回点検をしましょう！
　住宅用火災警報器は、１０年を目
安に本体交換が必要となります。

　寝室に煙式を設置します！寝室が
２階にある場合は階段上部にも煙式
を設置してください。
　キッチンに設置義務はありません
が、設置する場合は熱式のものを設
置してください。

設置義務

設置推奨

寝　室
階　段

台　所

ボタンを押す、またはひもを引いて作動確認をします。
●定期的に家族で火災時の警報音を確認しましょう。

（煙 式）

（熱 式）
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　連絡のついた方で、了承の得られた方のみ出生、死亡の方の名前を掲載しています。

　なお、掲載を希望しない場合は秘書広報課までご連絡ください。 秘書広報課 ☎０２４６－８４－５２０２

氏　名 生年月日 保護者 行政区

中
なかがわ

川　茉
ま お

央 12月 25日 悦央・沙織 長塚一

石
い し い

井　里
り こ

幸 12月 29日 俊　・あゆみ 細　谷

氏　名 年　齢 死亡日 行政区

作山　博紀 ７８ 12月 22日 下　条

大塚たみ子 ８９ 12月 24日 郡　山

　熊　　謙一 ３６ 12月 28日 石　熊

森山　光子 ８８ 1月 17日 新　山

藤田　義次 ９１ 1月 22日 長塚二

　村　ツネ ９０ 1月 22日 羽　鳥

加村　喜　 ９２ 1月 23日 三　字

玉野ヒロ子 ８３ 1月 25日 郡　山

　原発事故により双葉町から千葉県に避難していた母（齋藤キミ）が亡くなって２年８カ月になります。私が
双葉町で過ごした昭和３０年～４０年代頃のまだ原発ができる前のことが主な内容になっていますが、原発
事故に翻弄された老親のことなどにも触れています。
　幼少より食べて育った双葉の味を途絶えさせたくないという気持ちと存亡の危機に瀕している双葉町への
郷土愛を込めて筆をとった次第です。

「伊藤さん家の母の味」の内容
◆春夏秋冬の料理　８０点
◆双葉の自然と食
◆昭和の双葉　商店街の賑わいと娯楽
◆ふるさとエッセイ
◆すぐに作れる故郷・双葉の味　レシピ集

　昔の我が家の食卓に並んだ

料理には母の慈愛がいっぱい

だった。

　原発事故前の美しい自然、

人情味あふれる故郷への想

い、母の懐かしい味を綴る。

双葉の思い出を綴った「伊藤さん家の母の味」を発刊しました

伊藤　政彦（新山）

双葉町社会福祉協議会
～ ３月健康運動教室、社協サロン開催のお知らせ ～
こころとからだの健康のため、運動不足を解消しましょう。お気軽にご参加ください。

会　場 問い合わせ・申込先 開催月日 時　間

健康運動教室（内容：健康講話、相談、運動機能の維持・向上等）※祝日を除く
南東北総合卸センター２階第６会議室
（郡山市喜久田町卸 1丁目 1－1）

☎ 024 －973 －5291（開発）
毎週　水曜日

13:30 ～ 15:00
北幹線第二応急仮設住宅　集会所
（福島市飯坂町平野字内小原田 8－1） 毎週　木曜日

社協サロン（内容：健康体操、講話、相談、生きがいづくり、交流等）
※参加を希望される方は昼食準備のため、事前申込みをお願いします。

白河市中央老人福祉センター
（白河市北中川原 313） ☎ 024 －973 －5291（開発） 　3月12日（火） 10:00 ～ 14:00

人のうごき１月分 敬称略
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全国に避難されている皆さんから寄せられた

お便りの一部をご紹介いたします



双
葉
町
を
忘
れ
な
い

「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
で

　

あ
な
た
の
想
い
を
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【問い合わせ先】 秘書広報課

　

平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
、
私
た
ち

双
葉
町
民
は
ふ
る
さ
と
双
葉
町
を
離
れ
、
今
も
な
お
全
国
に
分

か
れ
て
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

先
の
見
え
な
い
不
安
な
生
活
の
中
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
毎

日
を
ど
の
よ
う
な
思
い
で
過
ご
し
、
ふ
る
さ
と
双
葉
町
へ
の
思

い
を
抱
き
続
け
て
い
る
の
か
を
、
皆
さ
ん
の
声
を
お
聴
き
し
な

☎ ０２４６－８４－５２０２

が
ら
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
と
し
て
連
載
し
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
「
ふ
る
さ
と
絆
通
信
」
を
通
し
て
、

皆
さ
ん
の
双
葉
町
へ
の
思
い
と
心
の
絆
が
よ
り

一
層
深
ま
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
絆
通
信
で
は
、
避
難
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
想
い
を
伝
え
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
生
活
で
の
活
動
や
日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
、
ふ
る
さ
と
双

葉
町
へ
の
想
い
を
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
お
話
く
だ
さ
い
。
双
葉
町
民
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

株
式
会
社
鹿
島
印
刷
所
（
南
相
馬
市
）
の
記
者
が
町
民
の
皆
さ
ん
の
避
難
先
を

訪
問
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

掲
載
す
る
文
章
は
、
そ
の
内
容
を
も
と
に
記
者
が
作
成
し
ま
す
の
で
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
お
受
け
い
た
だ
い
た
方
が
文
章
を
作
成
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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進
学
は
介
護
の
あ
と
で

　

生
家
（
旧
長
塚
村
の
林
家
）
を
継
ぐ
こ
と
に
な
っ

て
い
た
２
歳
上
の
兄
が
、
宮
城
県
内
の
農
業
専
門
学

校
を
卒
業
し
、双
葉
町
農
協（
現
・Ｊ
Ａ
福
島
さ
く
ら
）

に
就
職
後
間
も
な
く
急
逝
し
た
た
め
、
私
は
進
学

を
見
合
わ
せ
実
家
に
戻
り
、
農
作
業
で
忙
し
い
両
親

に
代
わ
り
家
事
と
祖
母
の
介
護
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

祖
母
を
見
送
っ
た
後
、
親
類
か
ら
都
会
で
の
進

学
を
勧
め
ら
れ
、
故
郷
を
離
れ
東
京
都
内
に
住
む

叔
母
の
も
と
か
ら
短
大
に
通
い
ま
し
た
。
20
歳
代

半
ば
か
ら
の
女
子
大
生
生
活
で
、
普
通
よ
り
一
足

遅
れ
の
青
春
と
な
り
ま
し
た
。

幼
児
教
育
の
道
か
ら
結
婚
そ
し
て
故
郷
へ

　

短
大
の
卒
業
と
同
時
に
、
保
育
士
と
幼
稚
園
教

諭
の
免
許
を
取
得
し
、
東
京
都
内
の
保
育
園
や
幼

稚
園
に
勤
務
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
病
院
内

で
働
く
看
護
師
な
ど
の
職
員
が
勤
務
中
に
子
ど
も

を
預
け
る
た
め
院
内
に
設
置
さ
れ
た
幼
保
園
も
あ

り
、
今
思
え
ば
、
女
性
の
社
会
進
出
を
支
え
る
先

駆
け
的
な
施
設
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

働
き
始
め
て
約
10
年
後
、
練
馬
区
立
土
支
田
保

育
園
で
勤
務
し
て
い
た
頃
、
横
浜
市
内
で
電
気
部

品
製
造
会
社
を
経
営
す
る
夫
と
結
婚
し
職
を
離
れ

ま
し
た
。
結
婚
当
時
、
夫
の
会
社
は
設
立
か
ら
約

10
年
を
迎
え
、
神
奈
川
県
内
に
２
つ
の
事
業
所
で

操
業
し
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
55
年
、
私
の
故
郷

で
あ
る
町
内
松
倉
に
工
場
を
移
転
し
た
の
に
伴

い
、
一
家
の
生
活
も
故
郷
に
移
り
ま
し
た
。

約
30
年
で
再
び
故
郷
を
離
れ

　

双
葉
町
に
移
っ
て
数
年
後
、
会
社
を
株
式
会
社

に
し
て
、
社
名
を
笹
田
製
作
所
か
ら
、
地
名
か
ら
一

文
字
を
い
た
だ
き
今
後
へ
の
期
待
を
込
め
㈱
双
新

電
子
と
し
ま
し
た
。
電
気
部
品
業
界
は
製
品
の
入

れ
替
わ
り
が
多
い
た
め
、
様
々
な
も
の
を
作
る
中
で

苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
10
年
、
夫
を
亡
く

し
た
後
も
会
社
を
引
き
継
ぎ
、
時
勢
に
あ
っ
た
規
模

な
が
ら
も
仕
事
を
続
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

東
京
都
内
の
叔
父
を
訪
ね
て
い
た
と
き
に
震
災

が
起
き
、
原
発
事
故
に
よ
り
帰
宅
で
き
ず
、
息
子

夫
婦
と
生
後
間
も
な
い
孫
や
、
会
社
の
皆
さ
ん
が

心
配
で
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
連
絡
が
と
れ
無
事

を
知
っ
た
と
き
に
は
安
心
し
ま
し
た
が
、
従
業
員
を

は
じ
め
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
に
満
足
な
お
礼

も
で
き
な
い
ま
ま
の
避
難
と
な
り
ま
し
た
。そ
の
後
、

発
災
か
ら
数
カ
月
経
っ
た
頃
、
避
難
先
で
営
ま
れ

た
旧
知
の
方
の
ご
葬
儀
に
参
列
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
そ
の
弔
い
の
席
が
、
故
郷
や
会
社
の

皆
さ
ん
と
再
会
の
機
会
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
な
り
に
忙
し
い
日
々

　

平
成
29
年
、
い
わ
き
市
内
に
自
宅
が
完
成
し
、

私
は
千
葉
県
内
か
ら
戻
り
、
現
在
、
息
子
た
ち
一
家

と
同
居
し
て
い
ま
す
。
避
難
後
、
大
病
を
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
再
発
す
る
こ
と
も
な
く
、
孫
守

り
、
婦
人
学
級
や
サ
ロ
ン
な
ど
の
各
種
サ
ー
ク
ル
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
通
い
な
が
ら
、
健
康
第
一
で

そ
れ
な
り
に
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

●避難先●
　福島県いわき市

（寺松）

笹田  二七さん

ささだ            ふな
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「
節
目
」
が
重
な
っ
た
震
災
時

　

平
成
23
年
春
、
私
は
小
学
校
の
卒
業
と
中
学
へ

の
入
学
、
兄
は
中
学
校
の
卒
業
と
高
校
進
学
と
い

う
節
目
が
重
な
っ
て
い
ま
し
た
。
何
事
も
な
け
れ

ば
、
兄
弟
と
も
希
望
を
胸
に
新
た
な
挑
戦
と
な
る

は
ず
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
原
発
事
故
の
避
難

に
よ
り
、
先
が
見
え
な
い
未
来
に
向
け
故
郷
を
追

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

都
会
生
活
へ
の
戸
惑
い
と
不
安

　

父
が
双
葉
町
、
母
が
浪
江
町
の
職
員
で
、
一
家

は
、
私
・
姉
・
兄
・
母
・
祖
母
は
郡
山
市
内
に
、

父
が
埼
玉
県
加
須
市
に
分
か
れ
て
の
生
活
と
な
り

ま
し
た
。
家
族
や
親
類
が
同
じ
市
内
に
い
る
と
は

い
え
、
こ
れ
ま
で
経
験
の
無
い
都
会
の
生
活
に
戸

惑
い
を
感
じ
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
特
に
、
避

難
先
の
学
区
の
中
学
校
は
同
市
内
屈
指
の
マ
ン
モ

ス
校
で
、
そ
れ
ま
で
通
っ
て
い
た
双
葉
北
小
学
校

や
入
学
予
定
だ
っ
た
双
葉
中
学
校
と
は
規
模
が
違

い
過
ぎ
て
、
学
校
に
馴
染
め
る
か
と
い
う
不
安
を

感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
避
難
者
は
区
域
外
就
学
の
た

め
、
必
ず
し
も
避
難
先
学
区
に
拘
束
さ
れ
な
い
こ

と
が
分
か
り
、
親
類
が
在
籍
し
て
い
た
田
村
市
立

都
路
中
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。
同
校
は
１
学
年

十
数
人
程
度
で
、
全
員
と
初
対
面
な
が
ら
も
溶
け

込
む
こ
と
が
で
き
、
卒
業
ま
で
楽
し
く
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
人
数
が
少
な
く
部
活
動
な
ど

で
の
制
約
は
あ
り
ま
し
た
が
、
逆
に
、
少
人
数
制

で
一
人
ひ
と
り
の
進
度
に
あ
っ
た
教
育
が
受
け
ら

れ
る
た
め
、
学
業
面
で
は
充
実
し
て
い
た
と
思
い

ま
す
。

環
境
に
も
慣
れ
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ

　

家
族
、
友
人
や
学
校
の
先
生
な
ど
に
支
え
ら
れ

環
境
に
も
順
応
で
き
、
高
校
は
県
立
安
積
黎
明
高

校
に
入
学
し
ま
し
た
。
避
難
当
初
、
不
安
を
感
じ

た
よ
う
な
街
中
に
あ
る
大
規
模
校
で
す
が
、
大
き

な
戸
惑
い
も
無
く
高
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
卒
業
後
は
東
京
都
内
の
大
学
に
進
み
、

間
も
な
く
３
年
生
に
な
り
ま
す
が
、
学
業
や
塾
講

師
の
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
通
し
て
、
新
た
な
知
識
や

発
見
に
触
れ
、
様
々
な
刺
激
を
受
け
る
毎
日
で
す
。

双
葉
町
の
新
成
人
を
代
表
し
て

　

成
人
式
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
成
人
式
実
行
委

員
へ
の
お
誘
い
を
受
け
委
員
長
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
夏
に
委
員
会
を
開
催
し
、

成
人
式
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
原
発
事
故

で
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
て
か
ら
約
８
年
ぶ
り
と
な

る
再
会
へ
の
期
待
と
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
支
え
て

く
れ
た
家
族
や
町
の
皆
さ
ん
に
成
長
し
た
姿
を
見

て
い
た
だ
く
機
会
を
滞
り
な
く
迎
え
ら
れ
る
か
緊

張
の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　

１
月
の
成
人
式
で
は
、
成
人
者
を
代
表
し
て
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と

て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、
感
謝
と
希
望
に
満
ち
て

気
持
ち
が
引
き
締
ま
る
ひ
と
時
で
し
た
。

●避難先●
　東京都世田谷区

（鴻草）

鈴木  貴紀さん

すずき         たかのり
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●避難先●
　埼玉県戸田市

（鴻草）

紺野  朱里さん

こんの             あかり

希
望
の
部
活
動
に
出
会
え
る
ま
で

　

双
葉
北
小
学
校
３
年
の
と
き
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

部
に
入
り
ま
し
た
。管
楽
器
を
吹
き
た
い
と
思
い
、

当
初
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
に
触
れ
ま
し
た
が
、
思
う

よ
う
な
感
覚
を
得
ら
れ
ず
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
に
変

え
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
な
り
の
か
た
ち
で
演
奏
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
れ
以
来
、ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
の
演
奏
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

避
難
後
、
私
た
ち
一
家
は
、
埼
玉
・
福
島
両
県

内
を
転
々
と
し
ま
し
た
が
、
吹
奏
楽
部
に
入
れ
た

の
は
、
３
校
目
に
転
入
し
た
白
河
市
立
白
河
第
二

中
学
校
で
し
た
。
入
部
後
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
希

望
し
ま
し
た
が
、
同
楽
器
に
は
10
種
類
あ
り
、
か

ね
て
か
ら
触
れ
て
い
た
の
と
は
違
う
バ
ス
・
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
の
担
当
と
な
り
ま
し
た
。

き
っ
か
け
は
部
活
で
の
出
会
い

　

中
学
２
年
に
進
級
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
い
わ
き

市
に
移
り
、
同
市
立
植
田
中
学
校
へ
転
入
し
て
か

ら
は
、
小
学
生
の
と
き
と
同
じ
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を

演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
中
学
卒

業
後
に
進
ん
だ
県
立
平
商
業
高
校
の
卒
業
ま
で
続

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
植
田
中
、
平

商
と
も
、
県
大
会
や
全
国
大
会
に
も
出
場
す
る
こ

と
が
で
き
、
と
て
も
充
実
し
た
日
々
で
し
た
。

リ
ペ
ア
マ
ン
へ
の
道
へ

　

吹
奏
楽
部
に
は
様
々
な
種
類
の
楽
器
が
あ
り
ま

す
。
練
習
や
演
奏
で
使
わ
れ
て
い
る
う
ち
に
消
耗

し
、
種
類
や
部
位
に
よ
っ
て
は
日
常
的
に
壊
れ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
不
具
合
の

た
め
に
、
専
門
職
「
リ
ペ
ア
マ
ン
」
が
頻
繁
に
学

校
を
訪
れ
対
応
し
て
い
ま
し
た
。
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

は
木
管
楽
器
で
デ
リ
ケ
ー
ト
な
部
分
も
多
く
、
何

度
か
リ
ペ
ア
マ
ン
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
お
願
い
し

ま
し
た
が
、
そ
う
し
た
彼
ら
の
手
さ
ば
き
を
見
る

中
、
楽
器
に
親
し
む
者
と
し
て
、
将
来
の
仕
事
に

で
き
れ
ば
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

楽
器
の
演
奏
を
勉
強
で
き
る
学
校
は
数
多
く
あ

り
ま
す
が
、
修
理
の
勉
強
を
で
き
る
と
こ
ろ
は
数

校
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
高
校
卒
業
に
あ
た
り
顧
問

の
先
生
等
と
相
談
し
な
が
ら
志
望
先
を
絞
込
み
、

グ
ロ
ー
バ
ル
管
楽
器
技
術
学
院
に
進
み
ま
し
た
。

学
校
で
は
技
術
習
得
だ
け
で
は
な
く
、
プ
ロ
の
演

奏
者
や
ベ
テ
ラ
ン
技
術
者
か
ら
、
音
楽
に
つ
い
て

幅
広
い
知
識
や
教
養
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

成
人
そ
し
て
卒
業
を
迎
え
て

　

１
月
３
日
、
町
成
人
式
で
は
、
実
行
委
員
の
一

人
と
し
て
受
付
を
担
当
し
ま
し
た
。
多
く
の
同
級

生
と
再
会
し
、
懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
に
気
持
ち
が
和

ら
い
だ
と
同
時
に
、
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

　

間
も
な
く
学
校
を
卒
業
し
て
、
こ
の
４
月
か
ら

い
わ
き
市
内
の
楽
器
店
に
就
職
し
社
会
人
と
し
て

の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。
故
郷
に
そ
れ
ほ
ど
遠

く
な
い
と
こ
ろ
で
、
２
年
ぶ
り
と
な
る
家
族
揃
っ

て
の
生
活
が
楽
し
み
で
す
。
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　僕の将らいの夢は、まだ決まっていません。
　最近がんばっていることは、書道を習っています。書道はやり直しが
できないので、「とめ」、「はね」、「はらい」に注意して、集中力を高め
て書きます。進級した時はうれしくて、次もがんばろうと思います。
　楽しんでいることは魚つりです。つり具屋さんでたくさんの商品か
ら、つれそうなルアーを探すときはワクワクします。自然の中で魚をつ
り上げた時の感しょくは、とても気持ちが良いです。
　特技やしゅ味を生かして、人を幸せにする仕事が出来たらうれしい
です。

栃木県鹿沼市立東小学校　５年　　　　　　　　　くん（長塚一）宇
う な ね

名根　悠
ゆ う た

多

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
９
年
目
を
迎
え
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
何
年
経
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が
胸
に
去
来
す
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　

２
月
９
日
に
は
、
福
島
県
に
よ
る
東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
ア
ー
カ

イ
ブ
拠
点
施
設
の
起
工
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。「
ア
ー
カ
イ
ブ
」
と
い
う

言
葉
の
意
味
を
調
べ
て
み
る
と
、
重
要
記
録
を
保
存
・
活
用
し
、
未
来
に
伝

達
す
る
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
の
が
一
般
的
な
よ
う
で
す
。
本
紙

の
ふ
る
さ
と
絆
通
信
や
昨
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
双
葉
町
あ
り
が
と
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
重
要
な
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
見

始
め
る
と
一
人
ひ
と
り
そ
れ
ぞ
れ
に
違
う
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
り
、
時
間
が
経

つ
の
も
忘
れ
て
見
入
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

　

今
月
の
表
紙
は
、２
月
13
日
に
行
わ
れ
た
満
百
歳
の
賀
寿
式
の
様
子
で
す
。

ご
家
族
と
笑
顔
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
様
子
が
印
象
的
な
賀
寿
式

で
し
た
。

－ 

編
集
後
記 

－

２月８日に町民交流施設ふたぱーくで行われた
すみれ婦人学級の閉級式に参加された皆さんの
笑顔です。
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